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廃棄物処理先進事例調査

平成28年２月５日（金）13：30より本会再生処分部会の先進事例調査として兵庫県三木市

にある大栄環境株式会社・三木リサイクルセンターを訪問し、堆肥化施設（コンポストファ

クトリー）について丁寧かつ詳細な説明を受けました。

第16回 大栄環境株式会社

■概 要

商 号 大栄環境株式会社

代 表 者 代表取締役 金子文雄

本社所在地 大阪府和泉市テクノステージ２－３－28

設 立 昭和54年10月17日

事業の内容 廃棄物処理業・再資源化事業処理、

再資源化に関するコンサルタント業、

リサイクル施設の規格、設計、施工、

運営管理業

資 本 金 9,000万円

塩見部会長の挨拶
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■コンポストファクトリー

大栄環境グループのコーポレートメッ

セージ「資源に変えるチカラ、自然に

還すチカラ」の通り、最先端の自然発

酵技術を駆使して食品残渣を、資源

（堆肥）に変え、自然に還すと共に食

品リサイクルループの実践を行ってい

る。

施設所在地 兵庫県三木市口吉川町吉祥寺谷132－８（三木リサイクルセンター内）

沿 革 平成26年９月16日 竣工

イオングループのイオンアグリ創造株式会社と「食品リサイクルループ

推進に関する協定」を締結（隣接するイオン直営の三木里脇農場とイオ

ンの各店舗、堆肥化施設とを結ぶ、全国でも最大規模となる食品リサイ

クルループの構築を目指す）

平成26年11月14日 再生利用事業計画「食品リサイクルループ」の認定を取得

平成26年12月１日 本格的に始動

平成27年11月 「食品リサイクル肥料認証制度」の申請

平成28年２月 同認証取得予定

施 設 発酵方式 堆積発酵（通気型堆肥舎）

受入能力 約20,000ｔ／年（うち食品廃棄物 15,500ｔ／年）

処理能力 56.6ｔ／日

保管能力 １次発酵 1,916.0�

２次発酵 853.8�

敷地面積 約9,000㎡

建築面積 約3,000㎡

【現況】 初年度（平成27年度）は、約1,580ｔ／年の食品残渣を受け入れ、約316ｔ／年の堆肥を製造予

定していたところ、実際には約3,600ｔを受け入れたものの、その大半が水分である野菜の受入

割合が増えたため、堆肥製造量は約108ｔとなっている。

この堆肥は、本施設に隣接するイオン三木里脇農場10.6ha中６haに利用されている。

下田室長による会社概要の説明
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前処理施設（破袋分離機）

【食品残渣から堆肥へ】本施設の内部は下図の通り、両側に５つのヤード、入口付近中央に前処理のため

の破砕機と脱水機、出口付近中央に後処理のための篩機がそれぞれ設置されてい

る。また施設の外部には、ロックウール脱臭装置が２機設置されており、周辺の

生活環境等に十分な配慮がなされている。

①受け入れた食品残渣は前処理により破砕（包装

されたものは分別）、脱水処理後、１次発酵ヤー

ドの「第１週」にて保管される。この際、発酵

促進の補助材として自社破砕によるチップ（自

然木）を混ぜ、撹拌。

②１週間ごとに「第２週」、「第３週」ヤードに移

され、「第４週」終了後に、篩機により後処理

が行われる。篩網（20mmと50mmの２種類）

を通過したものは２次発酵ヤードに移され、通

過しなかったものは、種菌として「第１週」ヤー

ドに戻る。

脱水機と脱水後の野菜くず後処理施設（篩機）

第１週 第２週 第３週 第４週

１次発酵ヤード

１次発酵ヤード ２次発酵ヤード

前処理

約１ヶ月熟成

第１週 第２週 第３週 第４週 約１ヶ月熟成

２次発酵ヤード

後処理

脱臭装置

脱
臭
装
置

排
気

吸気
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③２次発酵ヤードで熟成及び保管された堆肥はイ

オン三木里脇農場へ出荷。

【ロックウール脱臭装置】本施設で問題となる臭

気に関しても、ロックウール脱臭装置により場外

では、その臭気を感じることはほとんどない。

脱臭槽には水分を適度に保持しつつ通気性

が良好なロックウールが約2.5ｍ堆積してい

る。また、その中には微生物も加わっている。

場内から送られた空気は脱臭槽の下部に送ら

れ、臭気の原因となるアンモニア（水溶性）

をロックウールに含まれる水分が溶解し、さ

らに微生物が分解する。

ランニングコストも微生物の生息に必要な

水分を脱水層上部にある散水装置へ汲み上げ

るためのポンプ、また場内の臭気を送風する

機器の電気代が大半を占め、比較的安価に抑

えることができる。

２次発酵後の堆肥

塩
見
部
会
長

中
村
部
会
員

下田室長によるロックウール脱水装置の説明

ロックウール（上）と

その臭気を入念に確認する部会メンバー（右）

ロックウール脱臭槽の説明を受ける部会メンバー
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大栄環境グループによる環境教育活動

また、ロックウールが無機質であるため、腐敗することもなく、脱臭槽の中身を入れ替える作業が発生

しないことも大きな利点となる装置である。

【地域への取組】昨年６月には「三木かんきょうフェスティバル」が開催され、大栄環境グループがイオ

ングループと連携して「食品リサイクルループ」の取組が紹介された。神戸市や三木市などの子供たちと

保護者の方、約500名が参加し、「食」と「農」の新しい環境づくりを身近に体験してもらおうと、本施設

の堆肥で栽培された芋掘りも行われ、最後にはイオン農場で栽培されたレタスがプレゼントされた。参加

者は、臭いの気にならない堆肥、またその堆肥化技術に大変驚いていたとのことである。

■まとめ

「毎年、規模を大きくし、フェスティバルを継

続したい…」、施設をご案内いただいた下田室長、

松本副所長のお言葉がとても印象的でした。

食品廃棄物の転売問題がクローズアップされる

中、このように食品の大切さを、本施設による堆

肥化事業や食品リサイクルループを通じ、地域の

方々へ環境に対する考えを伝える取組みは、食品

残渣の今後の展望を明るいものへと変える先進事

例と言えるのではないでしょうか。

最後に、訪問にあたり、大変お忙しい中、長時

間にわたり誠実にご対応、ご説明くださった、社

長室室長の下田守彦様、三木事業所副所長の松本

明利様に心からお礼申し上げます。

（文責）河野 登志夫

星山副部会長の謝辞




